
【具体策】
・子ども達の参加する企画委員会を立ち上げる。
・学校のカリキュラムに組み込めないか検討する。
・学校家庭地域連絡会の活用をする。課題解決型の連絡会に変
　えていく。

【体制など】
・企画委員会のメンバー／学校の校長／地域担当
　／（小中学校）PTA／自治会町内会／青少年指
　導員／体育指導委員／子ども会　　
・区境の学校へどのように協力を求めるか。

【具体策】
・町内会長同士で話し合う（協力）。

【体制など】
・防災については要支援者から名乗り出てもらう
　方法しか今のところない。

【具体策】
・犬の散歩、子どもの送迎時などに腕章、ステッカーを利用し
　て、防犯に協力してもらう。

【体制など】
・地域住民／（小中学校）PTAなど

【具体策】
・ごみ出しのマナーが守られるようにするため、お互いが顔見
　知りになる窓口を地域につくる。

【体制など】
・連合町内会／自治会町内会／環境事業推進員
☆顔見知りだとマナーは守られる。

【具体策】
・ゴミ集積所の効果的なマナー看板を設置する。
・大きな看板、奇抜で伝わりやすいキャッチフレーズを考える。

【体制など】
・連合町内会／自治会町内会／環境事業推進員
☆きれいだと汚しにくい。
☆人目が届かないとマナーは低下しがち。
☆マナーの問題としてペットとの共生についても
　検討していく。

【具体策】
・地域の活動関連情報紙の発行について協力者を募り、何をど
　う盛り込むのか検討を進める。
・情報紙の編集、発行、更新。
・活動グループの連絡会などで情報交換、連携強化を図る。

【体制など】
・磯子スポーツセンター／体育指導委員／連合町
　内会
・杉田地区を中心に協力者を募る。
☆情報提供者は各施設、各グループ、自治会単位
　で依頼する。情報は健康、スポーツに限らない。
☆取り組む内容を伝えることで、協力者、賛同者
　が増えるかも。

青少年と大人たちの協働により地域の交流を進めよう；地域行事への子どもたちの参加を大人がサポート

地域での連携交流をもとに防犯と防災を進めよう（1）；連合町内会でブロック制を検討する

地域での連携交流をもとに防犯と防災を進めよう（2）；犬の散歩、子どもの送迎時などで防犯協力

地域のコミュニケーションでマナー問題を解決しよう（1）；人と人をつなぐ窓口をつくる

地域のコミュニケーションでマナー問題を解決しよう（2）；ゴミ出しルールを明確にしよう

高齢者の生きがい、健康づくりを進めよう；地域の活動状況をまとめ、定期的に情報紙を発行

～安全・安心・梅コミュニティSUGITA

杉田地区 地区の特性
　●　歴史があり古くからの景観が残る
　●　水際線のあるまち
　●　梅林地域の季節の行事がある
　●　根岸線、京浜急行、シーサイドラインの走るまち　など
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